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研究成果の概要（和文）：統合失調症とアスペルガー障害の社会認知の相同性について基礎にあ

る認知処理過程を比較検討したところ、統合失調症は大細胞系視知覚の低下があり、それが高

次の社会認知機能の律速因子であるが、アスペルガー障害はそれとは異なる疾患特異的な社会

認知の障害を持つことが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：We investigated differences of cognitive processes of social cognition 
between schizophrenia and Asperger syndrome. Our finding suggests that magnocellar 
function reflected by coherent motion task affect social perception in schizophrenia but not 
affect in Asperger syndrome. Therefore there might be disease-specific social cognition in 
Asperger syndrome. 
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１．研究開始当初の背景 

 統合失調症は妄想・幻覚などの陽性症状、

意欲・動機付けの低下などの陰性症状、そし

て認知機能障害が複合的に現れる疾患であ

る。平成 17 年度の厚労省の一般診療医療費

の傷病分類別の統計によると、精神疾患は全

体の 7.6％を占め、精神科における入院・外

来患者の疾病分類調査では入院患者の約

60％、外来患者の約 25％が統合失調症とその

近縁の疾患で占められており、現在において

も十分な治療法が確立しているとはいえな
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い疾患である。この理由として、陽性症状・

陰性症状のような精神症状よりも、社会的コ

ミュニケーションの障害を含む認知機能障

害が統合失調症の中核的障害であり、長期的

な予後と社会生活機能を規定する要因であ

ると考えられている(Harvey, 2002)。 

 他方、アスペルガー障害は自閉症スペクト

ラム（自閉症と連続性を有する）の１つに位

置づけられ、言語発達や認知発達の遅れはな

いが、社会性の発達や対人コミュニケーショ

ンの障害と限局された興味・関心を特徴とす

る障害である。近年、アスペルガー障害を含

めた広汎性発達障害の有病率は海外では約

1％であると報告され、さらに自閉症スペク

トラム指数を定量的に評価する自記式質問

紙Autism-Spectrum Quotient（以下AQ）を

多数の健常者で計測すると得点分布が正規

分布を描き、アスペルガー症候群の得点分布

と重複することから、自閉症スペクトラムは

健常者から自閉症まで連続性が形成され、ア

スペルガー症候群はその中間に位置づけら

れることが示されている（Baron-Cohen et al, 

1991; 若林, 2003）。 

 統合失調症とアスペルガー症候群は、それ

ぞれ臨床的に観察される状態像は異なって

おり多くの症例においては診断を確定させ

ることは困難ではない。しかし統合失調症と

アスペルガー症候群と鑑別が困難、もしくは

合併しているという症例も報告され、近年、

統合失調症とアスペルガー症候群の共通し

た精神病理学的特徴について注目され、論じ

られることが多くなってきた（精神科治療学

2008 年 23 巻の特集記事）。精神病理学的視点

からは、妄想に関連する被害的、強迫的思考

傾向や、自閉的・回避的な行動傾向、社会的

コミュニケーションの障害などの共通性な

どが論じられている。そして幻覚が顕在化し

ていないため統合失調症の診断には至らな

いが、上記の傾向を統合失調症スペクトラム

と捉えてそれを自記式質問紙Schizotypy 

Personality Questionnaire Brief （ 以 下

SPQ-B）で評価して、健常者と統合失調症の

間に連続性（スペクトラム）が形成されるこ

とが示されている （Raine & Benishay, 

1995）。そして近年の自閉症スペクトラム指

数を評価するAQと統合失調症スペクトラム

を評価するAPQ-Bを用いて多数の健常者で評

価した報告では、両者の質問紙得点に正の相

関が見られ、特に社会的コミュニケーション

の障害を評価する項目で強い相関が見られ

た（Hurst et al, 2007）。さらに行動科学的、

神経科学的な手法を用いた研究からは、統合

失調症とアスペルガー症候群共に非言語的

コミュニケーションの理解に関わる社会知

覚の障害、他者の表情の認知の障害が報告さ

れている(Kim et al, 2003, 2005; Herrington 

et al, 2006)。そして統合失調症とアスペルガ

ー症候群ではない自閉症スペクトラム障害

を対象にした神経生理学的手法を用いた研

究から運動視の障害が報告されている。運動

視の障害について、そもそも視覚情報は網膜

から由来する大細胞のmagnocellular系経路

と小細胞のparvocellular系経路を経て伝達

されて、後頭皮質で初期の処理がなされその

後さらに高次の処理を経て視覚的認知が成

立 す る 。 特 に magnocellular は系 、

parvocellular系と異なって情報伝達速度が

速く、視覚像の高速な変化に対する感度が高

い。そのため運動する対象の検出や輝度のコ

ントラストに優れている。magnocellular系

は中側頭回（middle temporal gyrus;以下MT

野）を経由して前頭葉や上側頭領域に信号を

伝達するが、MT野はこうした運動視や高時間

解像度処理に寄与していることが知られて

いる。さらに、視線や顔の表情、生物の動作

といった非言語的な社会的意味を持った刺



激に対して、MT野近傍の上側頭領域（上側頭

回・上側頭溝）が選択的に賦活することが知

られ、上側頭領域は社会知覚に寄与すると考

えられる(Allison et al, 2000)。上側頭領域は

さらに扁桃体と前頭前野と神経結合があり、

扁桃体は身振り手振りなどの非言語的コミ

ュニケーションの知覚、顔を表情の認知に伴

う情動の生起に寄与し、前頭前野と協調して

最終的な社会認知の成立に寄与する。このよ

うにして、社会認知過程は非言語的なコミュ

ニケーションを示す身体的動作に対して、

magnocellular系が寄与する運動視、高時間

分解能処理、上側頭領域が寄与する社会知覚、

扁桃体が寄与する情動的評価という情報の

段階的な精緻化過程を経て成立するといえ

る 

 これまでの報告から統合失調症とアスペ

ルガー症候群は、上記の社会認知処理過程の

低次から高次過程までのいずれかで障害さ

れていることが示唆されるが、①統合失調症、

アスペルガー症候群のそれぞれ単独で、

magnocellular系視知覚、社会知覚、情動的

評価の全過程を包括的に検討した研究は無

い。②また統合失調症とアスペルガー症候群

の社会認知障害の共通性、差異性について同

一施設で同一の手続きで両群を対象に検討

した研究は無い。 

 
２．研究の目的 

 本研究の目的は上記に関する検討を通

して統合失調症とアスペルガー症候群にお

ける社会認知障害の共通性、差異性を明らか

にすることである。臨床的に顕在化している

社会認知障害がそれぞれの疾患でどの処理

レベルの障害によってその後の処理の律速

因子なっているのかを明らかにする。申請者

は既に統合失調症患者を対象に上側頭領域

が寄与する社会知覚処理について健常者群

よりも神経活動が低下することを機能的MRI

を用いて明らかにしてきた（投稿準備中）。

本研究はそうした研究の経緯に基づき主に

行動的手法と脳波の事象関連電位を用いて

magnocellular系視知覚、社会知覚、情動的

評価の諸過程をそれぞれ評価する。 

 
３．研究の方法 

 統合失調症とアスペルガー症候群におけ

る社会知覚障害の神経基盤と共通性、差異性

を検討するために、社会知覚障害をより低次

のmagnocellular系視知覚である運動視、高

時間分解能処理のレベルから、高次の社会知

覚処理としてbiological motion知覚、さら

に社会知覚の成立によって生じる情動的評

価処理の 3段階に分けて捉え、それぞれ行動

的手法、神経生理学的手法を用いて検討する。

①Motion detection（運動検出）課題 

 後頭頂領域の MT 野が寄与する運動検出機

能を定量的に評価することを目的とする。コ

ンピュータのディスプレイを通して灰色背

景に複数の白色光点を呈示し、一定方向（左

または右）に同期して動く複数の光点

（coherent motion）とランダム方向に移動

する複数の光点（random motion）を混合さ

せる。同期する光点とランダム方向に移動す

る光点の量を操作して、同期して動く光点の

移動方向を実験参加者に判断させる（図 2左

参照）。ランダムに動く光点の割合が多くな

るに従って、同期して移動する光点の方向検

出が困難になるので、この割合を運動検出能

力の閾値として用いる。なお本課題は

Newsome and Pare（1988）の手続きを参考

にし、研究協力者の片桐正敏が健常大学生を

対象に自閉症スペクトラム傾向を評価する

質問紙（AQ-J）得点と運動検出閾値との相関

を見いだしており、本課題の妥当性は高いと

いえる。 

②Biological motion（社会知覚）課題 

 上側頭領域が特異的に寄与する社会知覚、



 すなわち社会的意味を持つ情報の検出機能

を定量的に評価することを目的とする。コン

ピュータのディスプレイを通して十数個の

光点からなる歩行やジャンプなどの人間の

特定の運動行動を表現する運動（biological 

motion）に、ランダムに動く光点を混合させ

る。ランダム方向に移動する光点の量を操作

して、人間の行動を表現する光点の動きの内

容を実験参加者に判断させる（下図右参照。

人の歩行を示している）。ランダムに動く光

点が多くなるに従って、人間の行動を表現す

る光点の動きの検出が困難になるので、この

ランダムに動く光点の量をbiological motion

検出能力の閾値として用いる。Kim et al

（2006）は統合失調症患者を対象にして検出

能力が健常対象者よりも低下していること

を報告しており、本課題の妥当性は高いとい

える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 運動視課題（coherent motion 課題）に 
よる運動視閾値。閾値が低いほど運動視能力
が優れていることを意味する 
 

②Biological motion（社会知覚） 

Biological motion 検出課題を用いた社会知
覚能力について、健常者、統合失調症患者、
アスペルガー障害群に加え、読み書き困難者
でも検討行った。読み書き困難、アスペルガ
ー障害群は例数が少なく統計的検討は行わ
なかった。検定を行った健常者群と統合失調
症患者での比較では、統合失調症患者群で有
意に社会知覚弁別閾値が低下していた。読み
書き困難、アスペルガー障害群は健常者群と
あまり変わらない傾向が見られた。 
 なお、運動視課題による運動視閾値と社会
知覚課題における社会知覚弁別閾値の相関
を検討したところ相関が見られた。社会知覚
は運動視よりも高次の認知処理過程である
ので、運動視に反映される大細胞系視知覚は
社会知覚の律速因子（制御因子）であると考
えることができる。統合失調症ではアスペル
ガー障害と異なって、大細胞系視知覚の低下
が社会認知障害に強く寄与していることが
示唆される。 

 
図 本研究で用いた課題の一例。左は Motion 

detection（運動検出）課題で用いる刺激の例。

右は社会知覚課題で用いるbiological motion

刺激の例 

 
 
 

  
４．研究成果  

 ①運動視能力 
 

 運動視検出課題（coherent motion 検出課
題）を用いて評価した運動視能能力について、
健常者群、統合失調症患者群、アスペルガー
障害群に加えて読み書き困難者でも検討し
た。アスペルガー障害患者群は協力が得られ
た参加者が結果的に少なく、統計的検討は行
わなかった。統計検定を行った 

 
 
 
 
 
 
 

統合失調症患者群、読み書き困難群で有意に
低下する傾向が見られた（下図参照）。この
ことから、統合失調症患者では運動視能力が
低く、背景に大細胞系視知覚の脆弱性が存在
することが示唆された。 

図 社会知覚課題（biological motion 課題）
による社会知覚弁別閾値。閾値が高いほど社
会刺激の弁別能力が高いことを意味する。 
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